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に走査し， レーザ物質中で増幅された光ノマルスを出力端においてふたたび 1 本の光束にもどす新しい
方式の光ノマノレス増幅器を提案している。さらに数値計算により，従来の方式にくらべて出力波形の歪
が著しく改善されることを示している。
第 5 章では本論文の成果を総括している口
論文の審査結果の要旨
本論文は，等価電気回路を用いてレーザ作用を明快に解析するとともに，レーザ出力を最大にする
設計方法を明らかにし，さらに，歪の少ない新しい方式の光ノ幻レス用レーザ増幅認を提案している。
以上のように本論文はレーザ技術の発展に寄与するところが大きく，博土論文として価値あるもの
として認める。
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